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燃料デブリの取り出し方法の検討のためには、デブリの物性を把握することが必要不可欠である。B4C

制御棒由来のホウ化物は、デブリの中でも特に硬い物質である可能性が指摘されている。本研究ではホウ

化物の中でも鉄ホウ化物 FeB に注目し、バルク試料を合成して物性を測定したのでその結果を報告する。 
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1. 緒言 

鉄ホウ化物（FeB）は制御棒材料 B4C とステンレス鋼との反応により生成し得る化合物で、福島第一原

子力発電所の燃料デブリに含まれている可能性がある[1]。燃料デブリの取り出し作業のために燃料デブリ

の熱的物性や機械的物性が必要とされている[2]が、FeB については物性の報告例が限られている。そこで

本研究では FeB バルク試料を作製し、物性を測定する。得られた結果を UO2等の燃料デブリ関連物質と比

較し、燃料デブリとしての FeB の位置付けを評価することを目的とする。 

2. 実験方法 

放電プラズマ焼結法を用いて FeB 粉末（高純度化学研究所 純度 99% 粒径<850 m）を焼結すること

で、FeB バルク試料を作製した。作製した試料は、X 線回折（XRD）測定により相状態を確認した。機械

的物性は音速を測定することで弾性定数を評価す

るとともに、ビッカース硬さ試験を行うことでビ

ッカース硬さ及び破壊靭性を測定した。 

3. 結果と考察 

XRD 測定により、得られた試料は FeB の単相

であることを確認した。試料の密度は 98.4%T.D

であった。図 1に、測定した FeB のビッカース硬

さと破壊靭性を他の燃料デブリ関連物質の文献値

と合わせて示す。FeBは、他のホウ化物と比較的

近い硬さ及び破壊靭性であることが分かる。一方、

ステンレス鋼とは大きく異なる傾向を示している

点に注意すべきであろうと思われる。 
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図 1 燃料デブリ関連物質の硬さおよび破壊靭性 
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